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「理想の姿にさせる」から「自然となっていた」 

 

■参加者：高校生１名 

ファシリテーター2名 

教員・教育関係者 5名 

 

■中高生のスピーチの単元：古典 

 

スピーチでは古典の授業について話された。古

典が好きな理由には、全員が当てられて発表する

(受け身)のではなく、わかる人が答える(主体的)、

人より早く(競争心)などを感じながら学ぶことが

できること、そして、わかる人はわからない人に

教えること(協働的学び)で一体感を感じられるこ

となどがあった。この授業で身に付くコンピテン

シーは、主体的・探究心を持って考える力や間違

っても良い、意見を伝えるなどの困難を乗り越え

る力、向上心などがあげられた。 

 スピーチをもとに、対話が始まると前半では、

こうした子どもたち同士の「教える-教えられる」

関係を大切にしたいと思う教員が多数だが、カリ

キュラム上の問題からどうしても授業内容をこな

すことに集中してしまう。自由にすることに怖さ

を感じる。意見を聴き合うことができるのか？な

どの声が出た。このような不安を共有した上で、

実践しているオンラインでのコミュニケーション

の活用を提示した。それは、意見をチャット機能

に書き込んだり、板書として視覚的に残したりす

ることで子どもたち同士、教員と子どもの意見や

考えを共有するものであった。 

後半ではキーワードを“多様性と協働する力”

２つを提示し議論を深めた。まず、この２つを教

師側がしっかり実践していくことが大切であると

挙がった。具体的には、全員が意見を持つことが

難しいことを認識した上で、ここを保証できる授

業作りをしていく。どこまでわかって、どこから

わからないのかを個々が認識(メタ認知)すること、

そこから子どもたちの話をしっかり共有し、仲間

の間違いやつまずきからヒントに転換し、正解の

きっかけにする作業を行うといった授業デザイン

を行なっていくことが挙げられた。その後、こう

したコンピテンシーを高めることが可能な教員へ

のボトルネックについて話された。中学、高校で

は受験に対応するため、“学び”ではなく“指導”

をせざるを得ないことが挙がった。改善するには

今の入試制度からさらなる改革も行う必要がある

ことを共有した。一方、小学校教諭からは、教師

自身の得意科目では伸ばせるところがあるが、不

得意科目では難しくため、小学校も教科担任制に

することでよりコンピテンシーを身につけさせら

れる可能性が高まることがあげられた。また、最

大のボトルネックとして、コンピテンシーを身に

つけさせるという教育目標そのものが、子ども一

人ひとりの幸せや生活の質の高さにつながるとは

思えないことが挙がった。これは、教育の、個人

の幸せにつなげるためのゴールと、社会が維持向

上され続けるためのゴールの方向性が乖離してい

ることで生じていると考えられた。 

今回のワークショップのテーマは、「コンピテ

ンシーを育成する教師に成長する」ことであった

が、対話を通してコンピテンシーの育成そのもの

の価値を理解しきれていない現状が共有された。

そこで、パーソナル・アクティブ・プランとして

は、それぞれの立場から社会の維持向上のための

コンピテンシーの育成を目指す教育と児童生徒

個々人の幸せや生活の質を高めるための教育のバ

ランスを考え続けることを共有した。 
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高校生の研究（データ分析，課題研究，ブレインストーミング）の授業で課題解決能力，アプローチの仕方を

習得でき，研究力，厚みのある教養，創造力，協働する力が身に付き，その過程で教師から批判しない，意見どん

どん出す，他者との協働で自分のアイデアを深めるよう指導されたという発表を受けた議論。 

 

①コンピテンシーを育成する教師とは，どのようなことができることなのか／②それを行うためには，教員はど

んな力が必要なのか 

・生徒に新しい情報・環境・モノを発信でき，きっかけづくりができること→学び続ける力 

・多様性を尊重し，教え合う時間を設定し協働できる授業づくりができること→生徒主体の授業力 

・正解を求めるだけではなく，考え方等を共有したり，学ぶ意味を考えさせたり，受容的な環境づくりができるこ

と→より良い雰囲気づくり 

・教師はコンピテンシーすべて持っている必要はなく，持っていなくてもほかの人が持っていたり生徒は育むこと

ができたりするからこそ真に何が必要なのか考えること→自己分析力，人と協働する力 

・コンピテンシーは社会と地続きだから外部と連携すること→協働する力 

・遊びの要素を取り入れ目に見える力でなくクリエイティブな発想や過程で夢中になった先に身についているよう

にすること→学んでいると気づかせない工夫，夢中にさせる仕掛けや支援の引き出し 

・伝達できているかでなく学んでいるかに意識向けること→適切なフィードバックをする力 

・児童生徒を知る・把握すること→観察力，対話力 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか 

・教員だけでは付かないから生徒の色々な発想・知識を生かす対話をする 

・教師は教える立場だけではないことを周知し，学び合う 

・経験を再現することが多いため，外部に目を向けたり新しい風を吹かせたりする 

・考える時間をとり学びたくなる土壌づくりを行う 

・ティーチングではなくファシリテートするよう教員がマインドチェンジする 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

・決めればいいのに議論してしまうため会議が多かったり自信がないため他者からの言葉を全部受け止めてしまっ

て対処しきれなかったり多忙であること→優先順位をつける 

・社会で求められる姿と保護者たちの求めていることにギャップがあり，社会・保護者の評価を気にし，説明責任

を果たすための証拠集めに追われたりそれに囚われた授業になってしまっていること→コンピテンシーの概念

を社会や保護者に周知する 

・幹部やベテラン，保護者，経済や産業の文化や伝統により志を発揮する余白がなく，社会全体の意識転換やエコ

システム実現がなされていないこと→外部ビジネスが変わる，経済の古いルールを変える，サスティナブルに

する，オープンにする 

・副業なしな風潮→外部機関との連携に支障をきたすのでは？ 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

教師 1：一人一人の点を線にして面にする仕掛けを作ったり恐怖心を持っている教師に寄り添ったりし，みんなが

ハッピーになれるよう考え行動していく。 

教師 2：生徒を従わせられる教師が優れているという風潮を変えたい。生徒が楽しんでいるか新しいことやろうと

しているか表情が変わっているかに目を向けていく。 

教師 3：初任研修者たちに新しい価値観を定着させ十年後には社会や学校を変えられるよう研修を行う。 

教師 4：学校・社会・保護者の対立構造をなくし，みんなで幸せになれるような社会を作る。一人ひとりの見方を

変えていく。子どもたちのためにそれぞれができることをしていく意識をもつ。 

教師 5：保護者とフランクにお互いの考えや意図を伝え合い話せるようにし信頼を築いていく。 

総括：オープンな意見交換会の機会，他者の意見をインプットできる機会，周りをファシリテートする機会大切。 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか 

＜姿勢を整える＞ファシリテーションに徹する、教えない、生徒同士の学び合いの促進、 

学生との関係性の構築、学生の興味に関心をもつ 

＜環境を整える＞適切な課題の設定、学習対象との距離を近づける、 

学生に探究/失敗させられること 

 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか 

広くまとめると、人間力 

具体的には…信頼を築く力、コミュニケーション力、認め合う力、視野を広くもつ力、 

完璧を求めすぎない力など 

 

③その力は、どのようにすれば身に付けることができるのか 

他者の話や本から情報を得る、校内外の人と関わる（教室を開く、クラブ活動などを通 

して）、日頃の意識（自分の意見をもつ、自分と相手は違う人間であることを思い出す） 

 

④コンピテンシーを育成する教師に成長するには、何がボトルネックなのか 

＜環境的な要因＞ 

管理職の理解が得られにくい、時間・気持ちにゆとりがない、地域による考え方の差異、

研修・持続的な学習機会が少ない、教員数が少ない（→地位の低下） 

＜教師自身の要因＞ 

「教師＝educator」というマインドをもてていない 

 

⑤ボトルネックを自分自身ではどう解決できるのか 

（④において、環境的な要因が多く考えられたため「環境に対して自分がどのように働  

きかけられるか」を宣言していただきました） 

教員１：先生方同士で授業を見合う。懇親会を通し「みんなでやっていこう！」という

雰囲気を作る。全て 100％で仕事をしない。 

教員 2：学生さんとの関わりの中で、嬉しい瞬間をよく味わう。 

教員 3：短い時間でもチャレンジできるような、教員の学習機会やツールの開発・活用

を行う。学生と、授業以外の活動をしてみる。 

教員 4：オンラインの研修を共有する場を作る。飴を配るなど、教員間で話しやすい温

かな雰囲気を作る。 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか(=生徒的には、

どんなことをしてもらうとコンピテンシーが育成されると感じたか) 

1. 探究活動について意欲が低い生徒への対応ができる、一人一人の生徒の実態を捉える

ことができる、生徒の批判的能力を伸ばすような授業ができる(主に生徒視点) 

 

以上の考えに対して、以下のような対話も展開された。 

Q(教員)「(探究活動において)、～しないようにという風な制限をかける指導はあったか」 

A(生徒)「なかった。生徒の自主性や主体性に任せる体制が整っていた」 

Q(教員)「生徒主体でうまく探究活動が進むか。また、批判的能力といったコンピテンシー

に由来する力がついていると感じるか」 

A(生徒)「生徒が活動をスムーズに行えるように、また資質・能力を最大限伸ばせるように

先生は尽力してくれている」 

 

②それ(①)を行うためには、教員はどんな力が必要なのか(主に教員視点) 

1. 生徒を見守る力(可能な限り目を離さないように) 

2. そのあとの支援ができる力(支援の幅の広さ、教員側の引き出しの多さ) 

3. 積極性 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか 

1. 常に見ておく・変化をとらえる、複数人で協力する体制をつくる(=先輩・周りの人に

たすけてもらう) 

2. 支援の準備 

3. 積極的にやってみる、トライする、方法をかえてみる 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

1. 周りの人の理解 

2. 多忙(授業や生徒と関わる場の準備の優先順位を高められない忙しさがある場合も) 

3. 受け身のほうが楽だと思っている、教師も失敗がこわい、わからないが悪だとされて

いること 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

1. 違う立場の人との関わり(教員は教員以外の人との関わりが薄いため重要)・話し合い

を通じたコミュニケーションの重視、教員間の信頼関係を築いたのちに作業分担を行

う 

2. 「わからない」といえる雰囲気をつくる 

29 / 47



G31 

 

①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか 

・生徒の困りどころや、挫けるポイントを見通す力（ガイド）。 

・楽しさに起因するやる気を生徒と共に創出することができる（モチベーター）。 

・今まで行われてきた授業や通例を常に疑問視し続ける（当たり前を問う）。 

・学校教育が強制的な指導から抜け出せない側面は、未知な事柄やリスクへの恐れからではないか。 

→これは教師が生徒を信じきれていない、もしくは生徒を正確に認識できていないことが原因となっていると

考えられる（生徒を信じる）。 

 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか 

・「これまでの教育とこれからの教育」「生徒と教師」「社会と学校教育」など様々な面において教師はバランス

をとりながら教育を推敲していかなければならない（バランス力）。 

・「生徒と生徒」「議題と生徒」「課題と生徒」など様々な面において教師は相手を観察し適切な橋渡しを行わな

ければならない（ファシリテーション力）。 

・生徒の問題意識や目的意識に対して明瞭にしておかなければならない（見通す力）。 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

・学校組織に自分自身の考え方を共有する機会がない。 

・教科横断的な思考が追いついていない。また他教科への関心を持つことができない。 

・コンピテンシーと学習指導要領をどのように繋げていくかに困難を感じる。また学校現場では、結果が求めら

れ、プロセスがあまり重要視されていない。さらに、コンピテンシーの育成を念頭においた指導は、成果が出

るまでに時間がかかり、なかなか認められない。 

・中学以上になると入試があるため、教師生徒共に多忙である。 

④の議論から考察すると、ボトルネックの原因は大きく、学校組織の問題、時間的問題、求められる結果と理

想との乖離の問題に分けることができた。 

 

⑤ボトルネックを自分自身ではどう解決できるのか 

・時間的問題 

時間はどう頑張っても増やすことはできないので、やるべきことの優先順位をつける。時には諦めなければい

けない仕事もある。 

・学校組織の問題 

言葉で説明しても組織は変わらないので、より良い子どもの姿を見せることで組織に訴えかけていく。その子

どもの姿を元に目指すべきビジョンを共有する。また自分の教師歴や経験してきたことを踏まえて、学校組織

を変えるために自分が何を求められているかを考えながら行動する（なんでもがむしゃらにやればいいという

ものでもない）。 

・結果と理想の乖離の問題 

学校教育はやはり人格の完成を追求すべき。また学校の意義や強みは、塾のそれと違い学力だけに固執しなく

て良いところにあるのではないか。また子どもの育ちに関して、教員だけが責任を負うわけではなく、親や周

囲の大人も巻き込み、それぞれがそれぞれの理想とする教育を行っていけば良い。そしてそれら様々な理想を

選択肢として生徒に渡し、その後のフォローを行っていくことが教師の役割となる。またその時も生徒と保護

者の橋渡しを行うことで、子どもが主体的な学びを行える環境を整える。 

・その他 

様々なボトルネックは、子どもを「観る」ことができていないことに起因しているのではないだろうか。その

ため、我々はこれまで以上に子どもとの時間を大事にして、子どもを観察し、どのようなコンピテンシーが育

っていて、逆に何が足りないかを判断した上で実践を行うべきである。 
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④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

 考える時間としてのゆとり（授業内容や教員間の話す時間も） 

 教員どうしで、児童生徒のどんな力を育てていきたいのかを話す機会と時間がもちづら

いこと。 

 「教えること」を手放せない。場を設定して任せることが難しい。 

 受験（大学、高校など問わず）に向けた授業をしなければならないこと。 

 教員自身が外の世界や新しいことを知ろう、チャレンジしようとする余裕がないこと。 

 各教科担任と区切られた授業範囲があること。 

 〇〇が××しなければならないといった、授業に対しての固定観念。 

 新しいものを取り入れる際の学校内での同僚などからの反発 

 コンピテンシーという言葉が、現場の教員にあまり浸透していないこと 

 子どもは何も知らないと思っていて，何でも教えたがる先生がいること 

 評価と評定が混同していること 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

教員１：自身での知識や能力を広げていく。 

学校現場で実践されている先生方との共通で理解できるような場を設定する。 

教員２：研修やシンポジウムを通して、育てたい児童の姿と手立てを理解する同僚と 

共通理解をつくる。 

新しい実践を行う、行った実践を校内で話題にする。 

教員３：ここに参加されている先生方のように、時間を生み出し探究する(遊ぶ)。 

私は行政の人間なのでそのような時間を生み出す支援をする。 

教員４：思いを生徒、教員間で共有していく。学校内での教員間でも同じ。 

まわりの先生を巻き込む。生徒や保護者にも共感いただけるよう説明する。 

教員５：目指したい姿を教科ごとに設定して、先生同士で共有する（職員研修の機会を

つくる） 

教科で設定したコンピテンシーを発揮できる総合的な学習の時間、特別活動の

設定と振り返りの充実。 

教員６：評価と評定についての共通理解。 

第 3 者への説明のための評定（数値の測定）だけにならない、子供の変化への

観点を教員間で一緒に考える。 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのような指導ができることなのか 

・子どもがゴールや目的を意識できるように促してあげられるような指導 

・学び手を主体的に、夢中にしてあげられる指導 

・効果的に「自由」な学びを展開し、生徒がやることを認め、サポートしてあげられる、 

 そして失敗も受け止めてあげる指導 

・生徒同士を繋げてあげられる指導 

 

②その様な指導を行うためには、教師はどんな力が必要なのか 

・見通しを持ち、それを伝えられる力 

・先生が「教え込む」存在から「学習支援者」へとパラダイムシフトする必要がある 

・ファシリテーターのような力 

・自由の中にも、しっかりと目標やイメージ、自分自身の考えを持たせる力 

・学んで行く過程で知識を得るように促せる力 

 

③その力はだれがどのようにすれば身に着けることが出来るのか 

・先生が慣例主義を打破し、固定概念、意識を変える必要がある 

そして、新しい方法を受け入れなければいけない 

・教員が教育現場以外に出たり、他の先生の視点に立ったりして、学び続ける 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

・先生の仕事量が多く、時間がないため、心の余裕を保ち続けることができない 

・給料が見合っていない 

・メディアが「教師は多忙である」というイメージを形作っていること 

・やりがいを持てない、持ち続けられない先生を生んでしまう環境 

・新しい環境、制度に対する懐疑心、拒否感 

・現場でマンパワーが足りない 

・学習指導要領の内容が多すぎる 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるか 

・情報共有する、人に頼るなどして、一人で背負いすぎない、視野を広げる 

・先生が学び続けるための研修をする時間、経費などの体制を国が確保する 

・余剰を確保するためのマンパワーを増やす 

・先生が問題意識を抱き、解決していける力をもつ 

・自分たちがやってきたことを変えていけるような、柔軟性をもった人を増やす 

・自分を正しいと思いこまずに、批判的な思考を持つ 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのような指導ができることなのか 

・学びをデザインすること、サポート役が出来ることが重要なのではないか 

・生徒と同じ視点で、ともに新しいことを学ぶ、一緒につくっていく、楽しむこと 

例えば…①学校経験、自分の人生観をかけて、問題を設定する⇒人生のふりかえり 

②学生がみつけてきたテーマを面白がれる 

・コンピテンシーに共感する。まずはそこに価値をみいだせるかどうか 

 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか 

・学び続ける、チャレンジする、自分を変える柔軟性 

・上手く振り返る力(自信、失敗から学ぶ) 

・先生に褒めてもらうと自己肯定感アップ、研究を進めていく原動力になる（高校生より） 

・外国に行く、知らないところにいく→それを授業の中に落とし込んでいく 

・社会で出たときに必要な力を考えて、学校でその力を育んでいく 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか 

・教員が遊ぶこと（Ex. 球技大会の練習、休み時間） 

・教師が色々な視点を持つ、多様な体験を積む（Ex. 海外研修、国内海外旅行） 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

・教員が遊びたくても遊べない（宿題、やることが多い）→子どもとの心の距離が広がる 

・新しいものを取り入れる余裕がない、受け入れられない 

その原因として… 

・新しいものを導入することへの不安がある 

・文科省の方針と県の独自性の食い違い、目標の共有が図られていない 

・みんなが揃ってやらなければならない雰囲気(わからない人に教えることは大変…) 

・ICT もアナログのやり方も全部大事で削ることができず、やることが増幅されていく 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

教育委員会職員：見える対象（保護者、地域、教育委員会）と見えない対象（苦情が来ないように防止す

る精神）を理解する。他者を受容、共感、敬意を大切にする社会、well-being をみんなで高める社会を

作っていく。 

中学校教員：自分で考えて答えを出せる力、自分で振り返る力、不安の解決ができる力を育む授業づくり

をしていく。先生に教えてもらっていない問題が出ても大丈夫だと思える自信を生徒につけていく。 

県庁職員：「コンピテンシーを育成する教師に成長する」を良しとしない先生の不安を理解し、不安に寄

り添いながら、コンピテンシーを育成する授業を皆で行えるチームを作る。そのためには周りの教員にコ

ンピテンシーの良いところを伝え、自分が授業をやっているところを見せたり話したりし、賛同してくれ

る仲間を増やしていくことが必要。 

大学教員：知識の蓄積よりも理想のクラスを語れる教師を育成していく。そして、読書会や総合学習を通

して主体的に学び続けることができる力、考えることの楽しさを伝えていく。 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのような指導ができることなのか 

・計画を立てて育成するために考えることができる教師 

・生徒の興味や関心を引き出す力 

・安心感を保障できるような指導計画 

・環境との繋がりを持つこと 

・信頼ができる教師 

 

②そのような指導を行うためには教員はどのような力が必要なのか 

・メタ認知力、子どもを見とる力 

・自分自身が安心感を与えることができる力 

・会話、対話を大事にする力 

・今までのやり方を変える力、社会に応じて変化することができる力 

・チャレンジできる力、失敗を恐れない力 

 

③その力は誰がどのようにすれば身に付けることができるのか 

・いろいろな人の力を借りて、いろいろな価値観を持った人と対話していくこと 

・自分の色眼鏡を外していくことが必要 

・対立などから逃げない、恐れない、それらを乗り越える力 

・教員間でコミュニケーションを取ること 

・今回のワークショップのような研修を頻繁、積極的に行うこと 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」にはなにがボトルネックなのか 

・大学などの受験に受かることを意識しすぎている教育観 

・教員に課せられている量、勤務活動外の活動量 

・教員の多忙→新しいことを研究する時間がない 

・経験のないことを受け入れる風潮がないこと 

・外部と接するにも時間がないこと 

 

⑤ボトルネックを自分自身はどう解決できるのか 

・それぞれの強みを見極める、評価観を改める 

・今回のようなワークショップ、研修の機会を増やす 

・対話の時間を増やす 

・よりよいものを見つけるために考え続ける。→アジャイル 

・色々な人の経験を聞く。自分自身を振り返る、反省する。 

・新しいことに挑戦したことに関しての失敗については認めるという学校の雰囲気 
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前半『コンピテンシー育成が出来る教師とは？必要な力や求められる教師とは？』 

①コンピテンシーを個々で育てるという意識を持つ事。同じ内容を別教科で扱う事や解

き方等のコンテンツよりも、解き方を使ってどの様に学習していくかを重要視出来る事。

実際に使われる場面を想定した実践だけでなく、実際に経験を通してどうしたら解決する

のかを扱う事が出来る教師。生徒の実践や学びへのサポートの大きさや教科でタッグを組

む事が出来る教師。他教科とリンクさせる事が重要だが、特性や手法の違いから実践が難

しい面がある。②①の総括からチーム学校として取り組む事が出来る教師が良いという意

見。どの様な教員が良いだろうか？(現場の教師の方から高校生大学生への質問)：最初か

ら教員である先生と社会を経験(企業やボランティア等)での経験のある教員との間の差。

生徒との距離感や尊重に関して社会を経験した教員の方が良い印象がある。児童生徒を理

解し寄り添い面倒を見てくれる先生がいた事で学びを進められた経験→教育現場以外の外

側を見る事や企業(企業ではビジネスとして能力を活かす必要性がある印象)等の学校外と

の繋がりを持つ事で、最先端のコミュニケーションや考えとの繋がりが生まれるのでは現

状では学校が社会から取り残されているような感覚もある。学校外やクラブ活動における

支援や連携を考えられる。学校だからこその強みとは何かを考える力が必要。 

 

後半『力をどの様に付けるか、そのボトルネック、具体的にどう解消し実践が出来るか』 

・教員自身の力の学習を企業などの外部との力を借りて進める事→企業という教育外の分

野だからこその能力を持っている為、それからアドバイスをもらう機会が必要。協働や

共同する力を通し、児童生徒自らの学びを補助する事 ICT 活用や課題発見の実践等、表

や図を用いて実践する(教員に必要な力と生徒自身の力の育成の面と混在) 

・コンピテンシーの多様性とそれに基づく教員に必要な力の多さから具体的に考えにくい

為、児童生徒の「伝える力」の育成に一度着目し、それを育てる教員に必要な力を考え

る伝える力を育てる場合→簡単な話題や話から展開し話す事に慣れさせる事(小学校)、

伝える力を育成する意義(ニューノーマルとしてのものなど)をはっきりさせる必要 

ボトルネック 

→担任制：自分のクラスとしての意識が強くなり教科横断性が薄まってしまう事が課題、

教員間の入れ替わりや他の集団（他学年や他教員)と共に行う経験が必要ではな

いか。 

進学：高等学校において最終的な目標となる事が多い為、コンピテンシーを評価する様

な入学スタイルが増える事で変化するのではないか。「この部分でこの力を」だ

けでなく「教科間や教科全体で共通する部分」から協働や横断を展開出来るので

はないか。カリキュラムマネジメントを通し、カリキュラム全体を通して力を繋

げる事が出来る様にする必要。 

ボトルネック解決：多様な教育を実行できない雰囲気を分析、学校の構造・目標や教師の

マインドの相違から来る場合もある。自立・自律し学校がチームとして同じ方向に向く事、

他機関との連携など教員がこれからの教育に関して自分が実行したい事を伝える事が出来

る雰囲気づくりを目指す事が必要ではないか。 
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（1）対話内容（①‐②の内容に関して） 

・対話を充実させることが前提．そのために話しかけやすい関係性（心理的安全性）が大

切．押し付けるというより伴走者としてのスタンスが大事．→信頼関係の構築が前提 

・「先生＝教える立場」という感覚（上下関係）がある．話し合いのルールがあるとよい． 

・年が近い，話しかけてくれる．先生・大人という見え？がなくてもよい． 

Ex.「先生の本音」も言ってくれると，信頼できる気がする．生徒ファーストになりすぎ

なくてもよい．人間としての豊かな生活をしてないと生徒が心配してしまう． 

生徒たちにも選択できる状況があるとよい． 

・生徒が受け身にならない．「信頼関係がある」これはすごく大事．こういう先生が良いと

言う観点だけではなく，あえて「先生に支配されすぎない」という姿勢が大事． 

・まさにこの環境（今回のシンポジウム）があるとよい．学校では言えないけど，ここで

は言える．学校内でも先生と生徒が対等に話し合う機会があると，信頼関係が深まると

思う． 

・対人関係系のコンピテンシーに比べ，批判的思考，感性の育成は難しい．その人なりの

価値観を育成していくためにも体験をさせていく． 

 

（2）対話内容（①‐⑤の内容に関して） 

・「当事者意識の少なさ，責任感のなさ」は気になる．失敗しても自分のせいじゃないとい

う感覚は気になる．→失敗を気にするというのが気になる．学校は失敗の場． 

・怒られないために学習をする．という経験が多かった．失敗は悪くないと言われつつ，

やっぱり失敗すると怒られるという現状はある．教師が失敗を受け入れるというスタン

スや環境は必要．もしくは失敗を乗り越えて達成できた面白さを感じさせたい．失敗し

た後の教師のフォローも大事．心理的安全性，教室という環境は失敗してもよい場所だ，

という認識を作る．その関係性を作っていくことが大事． 

・①心理的安全性のためには，否定しない哲学対話，②失敗を楽しめる，という授業作り 

→（失敗も，緊張も）楽しい・面白いという感覚を教室の中で実現させていく． 

・目的を自分たちで発見・構成させていくと，楽しさにつながる． 

・いつも「本当にそれでいいのか？」という問いかけがメタ認知の育成に繋がる．その問 

いかけが主体性にもつながる 

・①フィードバック②ボランティア等の社会学習・生涯学習に参加そこで，背景の異なる 

人とたくさん触れ合う．（メタ認知，他者を受け入れる） 

・学校という環境だけではなく，社会に出て何かに参加することで，多様な視点・意見を

身につけられる．外での活動で知ることの大事さを，子どもたちに伝えることはできる． 

・外に出ることが（コンピテンシーの育成につながり）逆に時間の軽減につながると思う 

・このコロナ渦が「対面でないとできないものは何か」について考える機会になる．信頼

関係，子供のコンピテンシーなどは，やはり対面でないと難しいはず．コロナ禍が「対

面でないといけないもの」を精選するきっかけになっている． 
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❁グループ 38 では、コンピテンシーの中でも問題解決力に焦点を当てて話し合いました。 

 

①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか。 

・問題解決力を伸ばしていくためには、児童生徒が社会問題などを身近なものとして捉え

られるようになることが大切。 

→教員には、多くの引き出しを持っていることや、自分の専門の教科や教科書の枠を越

えて学習を展開する力が求められる。地域とも関わり、学びを作っていくという視点

も大切。 

・学び方を伝え、実際の問題を生徒たちが自分の力で解決しよう、追及しようとすること

を支えていくことが大切なのでは。児童生徒がそれぞれの興味に合わせて学び、それら

をさらに児童生徒の間で広げられるような学びの場を。 

・問題を本気で解決したいと思うためには、他人事ではなく、自分のこととして捉えるこ

とができる必要があり、それを支えるのが、「愛する心」なのではないか。 

・子どもたちはできる！学べる！子どもたちの力を信じた関わりが大切！あくまでも子ど

もが主体ということを忘れない。 

・出来栄えのよい成果物を出すことがゴールとなっていて、そこに至る過程や、その後に

重点が置かれていない現状がある。 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

・子どもについて考える時間が少なくなっている。保護者への丁寧な説明が求められる現

状などがあり、先生も評価の対象となっていて、「きちんと教える」ことに必死になって

いる。 

・教科書で定められている、一律に教えなければいけないとされていることが多すぎる… 

→本質をとらえ、カリキュラムマネジメントをうまく行っていくことが必要。学び方を

学ぶ機会、成功体験を積む機会を作っていけば、児童生徒は自ら学んでいくことがで

きるはず。 

・外部に繋がろうとしない先生が多い。 

→外部人材を積極的に入れていく必要性。 

・学校が抱えなければいけない問題が多くなっている。 

→社会と学校の役割分担を明確に。 

・先生の取り組みを発信する場が少ない。 

・「きちんと、正しく、授業を進めなければ」という先生のマインド 

→先生方のこういったマインドや仕組みを、先生一人で変えていくことは難しい… 

・「コンピテンシーを身につけた生徒」を先生たちがイメージできていない？ 

 

⑤ボトルネックを自分自身はどう解決できるのか 

・本質を捉えて、その場その場で動くことができる、瞬発力を身につける。 

→AAR の視点を持ち、他の教員や他の機関と協働しながら、状況に応じて、見通し、行

動、振り返りのある問題解決を教師自身が試行することが大切。 

・先生自身も失敗を恐れずに試行錯誤できるようにしていく。 

37 / 47



G39 

➀コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか。 

・学習者が楽しんで受講する授業作りができること。 

・ゴールと学習者の現状との落差を見取り、課題を見つけて評価の枠組みを決め、活動に

落とし込むことができること。 

・コンピテンシーが何かを理解して学習指導や学習指導以外の教育活動にコンピテンシー

育成の工夫を導入できること。またコンピテンシーが育成されたことを客観的に把握で

きること。 

・学習者が意図的に協力できる、伝え合う環境をつくることができること 

・学習者が成長を実感できるフィードバックができ、学習者相互の評価を重視することが

できること。 

 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか。 

・生徒の意見をよく聞いて、取り入れる力。 

・「これまで」と「これから」を二項対立にしないこと、スキルやコンピテンシーの型や

累計を決めて、演繹的にあてはめないこと。 

・コンピテンシーを知るために調べ、また他の教員がどのようにコンピテンシーを育成し

ているのか知る力。そして検証可能なレベルでコンピテンシー育成を評価できる力 

・学び、受け入れる雰囲気を作ることができる力。 

・学習者のニーズ分析と現在置かれている状態・資質・能力の把握ができる力 

・柔軟性と許容力、二項対立ではなく新テーゼを生む力。 

 

③その力（柔軟性・分析力）はどのようにすれば身に付けることができるのか。 

【柔軟性】 

・教員間の対話を重視し、チームで考えること。 

・教育法規・学習指導要領・建学の理念・学年目標・クラス目標・個人の教育観などを総 

括的にとらえ、目の前の生徒をじっくり観察すること。 

・柔軟性は価値あるものと教師が意味づけること。 

・柔軟性があってうまく対処できた例、柔軟性がなくて失敗した例を列挙して柔軟性には

どのような効果があるのかを振り返ること。 

・自己決定の場を設け、チャレンジができる且つ失敗しても良い環境を作ること。 

・他者の実践を盗み目の前に学習者向けにアレンジすること。 

・結果重視ではなく過程重視する姿勢をもち、それを学習者に伝えること。 

 

【分析力】 

・単発の授業で見ようとせず、学校の授業外の時間や、学校外での学びも見ながら授業を

デザインしていくこと。 

・物事を分析的に見る習慣をつけること。例えば失敗したときに、その要因を分けてどの

要因が大きな影響を与えているかを振り返り、自身の分析結果を他者に聞いてもらい評

価してもらうこと。 

・分析する視点の切り分けと観点の設定力を鍛えること。 

・内的／外的に求められていることとそこにたどり着くまでのルートを設定すること。 
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④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか。 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか（パーソナルアクションプラン）。 

 

高等学校教諭 

ボトルネック 1：教育方法を「転換」すると考えていること 

⇒「拡充・発展」させていくと考える。 

(教育方法を改善するといった考え、捉え方である場合、従来のものを否定するといったニ

ュアンスも含まれこれまでの教員のやる気を無くしてしまう可能性もあるため、従来のも

のも肯定しつつ、これからは教育方法を「拡大・発展」していくという思考を持つことが

良いのではないかという意見) 

ボトルネック 2：教員養成のあり方 

⇒たとえば国際バカロレアの ATT (Approach to Learning 学習法）/ATL (Approach to 

Teaching 指導法）などにあるような全教科に通底する「教え方」「学び方」を持つ。 

ボトルネック 3：入試制度 

⇒「役に立つ／役に立たない」という 2 軸で授業を受ける学生に対して役に立たないもの、 

すぐには面白味がわからないものを粘り強く学べるよう寄り添う。 

 

大学教授 

ボトルネック：政策的にもコンピテンシーを育成していきたいという意図で様々な教育(各

教科等での探究学習，総合的な探究の時間)が供給されているが進学や就職では需要として

はあまり重視されていないという需要と供給の不一致があること。 

⇒評価項目の変更をする進学や就職で、知識の部分は 1 点刻みではなくおおまかな段階制

にして、スキルや態度・価値に関する成果の配点を高める。 

 

小学校教諭 

ボトルネック：現在のままの学校現場、教育観 

⇒何が必要で、何に価値を置くのかを知り徐々に変わろうとする。 

 

高等学校教諭 

ボトルネック 1：Teacher 気質で Top down 型の伝える・教える授業をしている。

(Teacher 

気質の場合教師としての在り方(目標・ゴール)が縛られてしまい、それが個々教師の重荷

に 

なってしまう可能性がある。) 

⇒Facilitator マインド(教師が物事の正解や正しいことを行うのではなく、個々の生徒を導 

いていく、つまり司会進行的な存在、マインドを持つこと)を持ち、Bottom up 型のワー

クショップ型授業を行う。 

ボトルネック 2：学習活動の帰結点が設定されている。 

⇒体験させて、オープンエンドで終わり内省を促す(答えのない問いに向き合う力)。 
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【中高生の発表】授業で身に付いた力 

・好奇心・探究心：世界史、全体の流れを知って好きになった。 

・話術の大切さ：話をうまく次の範囲に繋げる、声の抑揚・動作などで常に注意が逸れないように。 

・批判的思考力：世界史を通して、日本からの視点だけではなく対象国の視点でも見られるようになった。 

 

【グループワーク】 

①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか。 

・ねらい・全体を見据え、年間や、6 年間、3 年間を見通して、カリキュラムを工夫できる先生。 

・しっかりとした理論を身に付けている。・たとえ小学生でも一人格として認めてあげる。 

・先生という立場でも分からないことを聞かれたら、分からないと素直に言える。一緒に考えようとする。 

・失敗しても大丈夫と思える安心の場を提供できる。「みんなも迷いながら挑戦している」と、言ってあげられる。 

 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか。 

・子どもが失敗を恐れず挑戦できる環境づくり→何に挑戦しているのかを把握する力・学び続ける力 

・挑戦に価値があると伝えることができる。→挑戦することでしかコンピテンシーは育めないから。 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか。 

・教科を越えた目標を持つ力→例えば「教育」という言葉を自分の言葉で定義し、他者とも対話できる。 

・「生徒のためだから」などのブラックボックスになっている言葉を、共通言語できる。 

・先生方同士が話せる時間・信頼関係を築き、時間の余裕と校務分掌の見直し。 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか。 

・教師間の共通認識・人間関係ができていないこと。・全員で学校の方針で決めいていくことが難しい。 

・カリキュラムオーバーロード。→時間の余裕がなく、やることが増える。やめることにとても勇気がいる。 

・学外の方に協力してもらうのも事務的な労力がかかる。分業しすぎても、個人をよく見取ることが難しい。 

・コロナで外部の人が入れない→教師の対話の時間が無くなる。教員との目線合わせができていない。 

・サポート団体や他からのサポートをいただくにしても協働できない。・保護者は学力を求めている。 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

・教育に対する考え方を教師間で整理、合意形成する。→教科間で共通認識を持ち、教科ごとに進めやすい。 

・先生だけでなく保護者も子どもも、学力観や学習観を変えていく。 

・教育課程外で子どもを支援する仕組み。学校でできないことサポート。地域の人が関わるシステムを行政が作る。 

・休日、学校教員は部活に関わらない→外部団体が関わる。 

・他の学校や校種と協働する。→先生の負担が減る。生徒、学生の進路や成長につながる 

・先生の意識差解消や新しい考えに繋げるため、教員交換・交流をし、先生同士のコミュニティ・仲間作りの促進。 

 

【パーソナルアクションプラン】 

教員１：Hirano Club「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」学校、PTA、生徒会、OB 会、地域で作る。 

教員２：実効的な仲間づくり。対話できる、協働できる。 

教員３：子どもも教員も学力観を変えていけるよう授業づくり。 

教員４：職員室で、職員間で学びに関する対話をし、学びの共通認識をもつ。 

学生５：学校の外で生徒が探究できる環境(学校の負担軽減)と、学生と生徒が関わり、話すことができる環境作り。 

（高校生の地域単位のプロジェクトのサポート、児童・生徒・学生が同じ時間を共有できる学習支援サークルの活動

への参加と場づくり） 

学生６：積極的に対話をする。教師間で想いをとどめず、保護者の方への発信と一緒に考える機会づくり。 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか 

・教員もコンピテンシーを理解している必要がある。 

→コンピテンシーを絡めたくても、教科指導ベースの従来の授業では、実践が難しい。従来の学習にも長所はあ

るから、教科指導・コンピテンシーのバランスをとりつつ行うと良い。 

 

・児童生徒にコンピテンシーの兆しが見られたら、その都度評価してあげる。 

→教師が「教える」姿勢から、児童生徒に「学んでもらう」姿勢にシフトチェンジすべき。 

子ども達を励ましながら、教師も一緒に「学んでいく」ことが必要である。 

 

・そもそも「コンピテンシーが伸びる」とは？ 

→コンピテンシーが伸びたと言うためには、その定量的基準・根拠がないといけない。 

教師の力量・授業・授業デザインをどう評価・育成する？  

実践がうまくいかなかった生徒へのケアは？ 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか  

⑤ボトルネックをどう解決できるのか 

・教師としてかかわる経験・学び続ける姿勢が必要 

→経験をコンピテンシーにつなげられる？ 

・自分から積極的に知識を得ていく必要がある（特に、学校外の人との関わり） 

→個々の経験に則るのは危うい。科学的根拠があるべき。でも、コンピテンシーとは体系的にまとめられるもの

なのか？ 

 

・理想の教育のためには、お金、人、施設、環境……様々な要素が揃っている必要がある。 

・新しい教育に関する施策を、現職教師がどれほど知っているのか？（学校ごとの情報格差） 

・協力や参加をする学校や教師はやや固定的（活動の意欲や余裕） 

→教員が情報を知ること＆行政機関が知ってもらうことが大事。 

また、あまり活動的でない人をどう引き込むか？ 目標をいかに広く共有するか？ 

 いずれにせよ、黎明期の今、人的・物的整備には時間がかかってしまう。 

 

＊評価法について ＜評価されにくいのはなぜ？＞ 

・「生徒がどう変わっていったのか」を測る評価が確立されていない。 

・校種や個人の価値観によっても異なってしまい、現状、定量・定性には欠ける。 

・試行錯誤している人を評価してあげ（動機づけ）、参考に、徐々に基準を明確化。 

→コンピテンシーがどれだけ明示されればよいか、誰がどうすれば身につけられるのか？ 

 

○まとめ 

 個人の問題以上に、教育を取り巻く制度や環境や、コンピテンシーそのものの評価についての意見が多く挙げ

られました。コンピテンシーを広めようにも未だ不確定な要素が多い、そのための教育をする環境が整っていな

いことが考えられます。この新しい教育を普及させるには、社会の柔軟な対応が求められます。そのためには、

これからの教師自身も、この概念を知り、考えていかなくてはならないでしょう。（ファシリテーター談） 
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①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか。 

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか。 

・授業を工夫し、生徒が考える時間を確保することができる。 

・自己決定を促すことができる。 

・授業を通じて、学ぶ楽しさを伝えることができる。 

・日常生活と関連付けて、授業内容を構成することができる。 

 

③その力はどのようにすればつけることができるのか。 

・先生自ら挑戦することで、挑戦する土壌を創り出す。 

・基礎学力を身につけることと、考えさせる活動のバランスを検討する。 

・他の先生と協働し、目標達成に向けて行動する。 

・選択肢を広げるためにはどのようにすればよいかという視点をもつ。 

・ICT を上手く活用する。 

・今学習していることと将来のことを結びつけながら考える。 

・新しい知識を身につける研修に参加する。 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか。 

・カリキュラムの内容を定着させなければいけないというプレッシャー 

・１つのクラスを１人で担当していること（小学校の場合） 

・学習指導要領を現場で実践する方法が確立されていない 

・教員としての業務量の多さ 

・ICT に対する理解・知識の不足 

・ベストプラクティスが共有されない環境 

 

⑤ボトルネックを自分自身はどう解決できるのか。 

～パーソナルアクションプラン～ 

教員１：子どもたちに「学びの余白」のある環境を創る。 

教員２：コミュニケーションの大切を伝え、実社会と結び付ける。 

大学生３：自分と関わりのあることだと実感できる授業を提供する。 

大学生４：慣習ではなく、客観的な判断ができる環境をつくる。 
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・生徒は自分が好きな理数ゼミについて発表した。好きな理由は、授業にはない実験を大学の研究室で

行うことで、大学の施設を利用し、教授や大学院生から指導が受けられ、他校との交流を深められ、

また自分が高校生なので大学について学べるという利点があると話した。この授業を受けた結果、わ

かりやすく説明する力、まとめる力、そして探究心が身についたと話した。 

・生徒のプレゼンを受けて、コンピテンシーを育成する教師とは次のようなことができることだという

意見が出された：①多様な発想を引き出すようなオープンなアプローチを持って、拡散された意見を

収束していくこと；②振り返りや自己評価をする時間を設けること；③指導力・評価力・改善力；④

ちょっとした改善を繰り返していく PDCAサイクル。 

・先生方のお話を受けて、生徒の目線からは自分たちの行動には理由があるから、先生には指導される

よりも好きなことを許容してもらいたいとのお話があった。 

・生徒の指摘を受けて先生は次のような力が必要だと述べた：⑤黙って見守る力やファシリテートする

力；⑥見通しを持って待つ力と発想を消さずに収束へ持っていく力；⑦聞く力；⑧自由度をもっと上

げる仕組みを作る力 

以上の話が出た後で、実際に何をどうすれば良いのかという問いに対して、次のような意見と同時に

ボトルネックも洗い出してもらった。 

 

★どのようにすればいいのか★ 

①研修の充実；②先生たちの協働；③子供たちの姿から学ぶ、実態に応じたアプローチ；④若手・教務

主任・高齢の先生チームで教える；⑤管理職の先生がベンチャー企業で研修する；⑥異業種で学ぶ；⑦

教師間で、学校全体で、目標を共有する；⑧教師自らが問いを持ち続ける；⑨どんな教師になりたいか

を問い、他の先生たちに聞いてもらう（対話する）；➉学校の目標が理想ではなくて学校として生徒に保

証できる学力の最低条件を決める 

 

★ボトルネックは★ 

①先生は「教える人」という意識；②先生間で対話する時間がない；③教師は「こうでなければならな

い」、この授業は「こう教えなければならない」という「これが正しい」という固定観念；④ICTなどの

手段が学習の目的になってしまう；⑤政策と現状のミスマッチ（学校の規模が小さいのに担任性を導入

しなければいけない等）；⑥伝統や慣習に踏襲される；⑦現場が荒れているため、教師が問題回避や責任

回避に走り、対話の時間を持とうとしない；⑧保護者の要求や業務量が多い 

 

パーソナルアクションプラン 

・引き継ぎ資料やマニュアルを残すことで誰が担当になってもできるようにしておく（教員） 

・コンピテンシーを自分に落とし込む、問いを持ち続けて教育に挑む、そして学習者視点で物事を捉え

る（教員） 

・傾聴（大学院生） 

・教師の主体変容（校長） 

・学校が育成をめざす生徒像を対話による共有を行いながら、教員自らのことばで語る文化の醸成（試

験問題調査官） 

43 / 47



G44 

 

1. コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか？どのよう

にすればつけることができるのか？ 

 子どもが楽しい，面白いと思う授業を作ることができること。 

 教師は自分の思いを伝えがちであるが，コンピテンシーは発揮するものであり，答

えを伝えるものではない。子どもの答えを待ってあげることができること。 

 発表する機会を多く作ってあげること。 

 子どもたち一人一人を理解できること。 

 教え込み過ぎず，子どもたちが迷っている時に適切に支援することができること。 

 子どもに課題や問いを提示できること。 

 子どもの目線から，子ども中心で考えること。 

 

2. その力は「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか？ 

どう解決できるか？ 

 テストに引っ張られること 

・高校は大学の入試に引っ張られる側面が多く，また，小・中学校でもテストに引

っ張られる教員と保護者が多い。 

・大学入試（共通テスト）の改革を期待する。 

・テストの解き方を教えていることが多いのが現状。テストで良い成績をとれば良

いという後ろ向きの考えではなく，子どもが必要性を感じるポジティブな学びに

繋げる。 

 評価方法を捉え直すこと 

・結果ではなく，過程を重視する学びおよび対応する評価方法が必要である。 

 子どもがどのような力を身に着けたいかを，教員が分かっていない。 

・閉鎖的な学校仕組みが問題と考えられる。 

・民間企業と連携し，子どもたちが話し合える機会を作ってあげる。 

 子ども，教師，保護者の三者間の共通認識が必要 

 教師間の共通理解を促すために，校内研修会や学校運営行議会を改善・活用する。 

・どんな力を付けたいかを明確にする。 

・授業づくりの見直しと共通理解をとる。 

・やり方は違うが，ゴールは同じということを認識する。 

 保護者との繋がりを強める 

 子どもの声を拾い，子どもを理解する 

・今回のシンポジウムのような子どもの意見や考えを聞ける場が良い。 

 子どもの意見を聞くことの良さを再認識し，先生方がもっと意識的に参加する。 
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高校生の発表への質疑応答

Q1.学生50人の意見を学生自身でまとめるコツは何ですか？→A1.意見は飛び交いましたが、ファシリテーターがいて最終的にうまくまとまりました。

Q2.視察先での交流でどんなことが得られましたか？驚きとか発見とかありますか？→A2.ファンドレイジングによるお金の支援をしようとしていたが、お金を求めている

わけではなく、技術を求めている団体があると気づきました。

Q3.元々学びが面白いとおもっていたのか、それとも今回の授業がきっかけとなったのですか？→A3.タイミングは人それぞれだと思いますが、私が自走を始めるきっかけ

はこの授業でした。

Q4.先生方から適切にサポートを受けるためにで気を付けていることはありますか？→A4.自分の気持ちと行動計画を伝えるように心がけてます。

Q5.コーチングと今回の発表とのつながりはどのようなものがありますか？→A5.先生方答えを言うのではなく、問い続けてきてくれたことです。

高校生の発表への感想

・学びが本来楽しいものであったはずのことを忘れてしまっていた自分に気づきました。

・何事にも積極的に参加、動いている姿が素晴らしかったです。大学生活、その後もまずは動く、ということの重要性を再認識しました。

①コンピテンシーを育成する教師とは、どのようなことができることなのか

・事前学習や事後学習の構造を先生方は考えられている。生徒は気が付かないような形で先生のサポートが進んでいる。事前学習や事後学習が違う形で開いていってい

る。先生のお話が聞きたいくらい。丸投げと受け取る生徒もいるかもしれない。でも最終的に子どもが学んでいってくれたらいいのかもしれない。

・スモール課題をクリアすることで次の意識が生まれることを意識しているのかも。とっかかりとなる課題をクリアしておもしろいと感じ、ステップアップしていくこと

に繋がるのではないか。/・自信をつけていって、スタートしていく。/大人が話し過ぎてはいけない。

・土壌づくりが大切。幼稚園が環境設定に力を注いでいる。小学校・中学校だと教える内容がある、幼稚園が遊びから興味関心をみたり、先生が環境を整えている。

・正解がない時代の中で、意見を自由に発言し対話することが大事。安心して発言できる場、自己有用感や肯定感を育てる。適度な軌道修正は教員が行えばよい。

・先生が問を投げかけてくれたというのが大事に感じた。カナダやフィンランドは似ていて、主体的な学びが重要視されている。伝える力が重要視されているが、日本人

学生は正解のないと問に弱い。カナダのシステム下で勉強すると培われるので、環境や経験が能力育成につながる。大人側が批判せず、受け止めることが大事。

・授業は教師がさせるものではあるが、生徒が自分がやっているのだ！と思うような事前準備が大事。先生と生徒の関係が成立しているからできているんだろう。

②それを行うためには、教員はどんな力が必要なのか

・センスに近いのではないか。子どもを信頼するような気持ちが大事なんじゃないか。これをやってみなとやらせてあげたい。/・あなたはできると信じてあげるという気

持ちが大事。柔軟性、先生のプランから逸れることがあってもクラスの中の子の意識にそって変更してあげる。先生も自由に教えられたらハッピーになれる。

・授業って指導計画などの制約がある。それが違うんじゃないか…と思う。収めようとしてしまう。子どもたちの反応によって変える幅がない。

・カナダの先生方は↑のあたりリラックスしている。先生自身も主体的に教えることができる。先生が楽しいから生徒も楽しい。

・どういう教科かという特徴が左右してくる。英語は４技能の習得が必要。総合とは少し教師に必要なことが違ってくる。枠が必要な授業と枠に当てはめてはいけない授

業、逆のことを求められている。

・手放す力があっても良いのかもしれない。先生になったらオペレーションに力をいれねば思うだろうけど、ある種の割り切りを勇気をもって行うのが大事。

・美術は主要科目ではないと言われる。鑑賞教育が増えてきている。作家を教えるだけから、それぞれがどう思ったかという授業が増えてきている。世の中には分からな

いものがあるのだということを知るのが大事。

・教員にとって子ども目線の探究心が大事。大体の教員は大学で教科教育を学んでいる。教科という枠を超えての相互的な学習が大事。

③その力はどのようにすれば付けることができるのか

・先生方の負担が多いのでは？学校外の活動で身につかないのかな？地域が子どもたちを受け入れて活動する場になったらいいのでは？

・カナダの先生はお休みガッツリ。お昼休みも別で、ボランティアの大人や、上級生がみている。先生のオン・オフがしっかり。

・コーチングマインドは先生にも有効なのではないか。ティーチングだけではなく、ボトムアップてきな考え方、傾聴しながら相手の可能性を引き出すことが必要。

・学校外でみるというのは、なかなか進まない。部活はイメージがずっと変わらない（3,4世代も）!これを変えていかないと、学校は変わらないのでは。ニューノーマルの

動きがある今がチャンスなのでは？

・教科教育では、学校のシステム、同じ学年の枠を超えて行うというプロジェクトができる可能性を考えている。

・教師の側が学び続ける。免許を取って終わりではない。/・高校生の方が行ったプロジェクトを先生が受けるのも良い。知らないことが何かを知ることが大事。

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか

・教育が学校の中で閉じられていて、負担が多い。/・沢山働いたら沢山お金が増えるのもモチベーション維持のために大事。/・先生が「良い状態」である為に必要な事

は何だろう、という考え方・在り方

・学ぶ機会が大事。研修ばかりで、有意義なものが増えたらよい。/・教師としての考え方が更新できていない人が多い。しっかり矯正していきます、のような姿勢の方が

多い。

・現場は違うよ、をどう変えていけるのかな。

・現場の選択権、決定（選択）権を強くしたほうが良い。マイナス面もあるが、中心としてうごける学校のシステムがあればよい。/・決定権を与えるのは誰なんだろうか

…校長？、形骸化している。最終的には子どもたちの成長が目的なので、みんなでそこに向けて頑張りたい。/・先生が失敗してもOKな目線があったらいい。/・同一主

義、掲示物まで揃える。出さないほうに揃えるパターンが多い。もっと自由にできたらいい。

・教員になるための過程がずっと変わっていないのかもしれない。先生になる前の、なる為の学びアプローチ（オランダはこの過程が完全にコーチングだそうです）

⑤ボトルネックを自分自身はどう解決できるのか（＝パーソナルアクションプラン）

学生支援スタッフ：学校現場（主に先生）だけに変化を求めるのではなく、学校を取り巻くコミュニティレベルでの意識改革も必要だと感じた。子供達には必ず可能性が

備わっている。適した環境さえあれば可能性が開花すると思うので、その環境をいかに整えるかが大人の役割。様々な大人に接する機会が子供達にあるといいなと感じ

る。そんな、「外」から子供達に関われる存在として出来ることからやっていきたい。

大学教員：教科や校種を超えた教育の可能性を自ら感じ、それを授業や研究として提供・発信していきたい。

中学校教員：まずは子どもたちがやってみたい、と思える環境を用意し、実際に動けるように周囲に調整をしていくのが大人の役割だと思います。

大学教員：やはり学び続ける姿勢が大事だと感じた。教育に関わる他領域のことも積極的に取り入れ、意識を更新していきたい。

附属小教員：子どもの主体性を育むには、いかに環境設定をしていくかが大きなポイントになるとあらためて感じた。小・中・高・大の教員は幼児教育から学ぶことが必

要かなと思う。さらに、校種の壁を越えた授業研究をすることで多くの教員の教育観が豊かになると感じる。
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G46 

①コンピテンシーを育成する教師とは、どのような指導ができることなのか。 

・定理などを疑って考えることから学びを始める。生徒に疑問を持たせる。(中学生の参加

者がしてくださった発表より) 

～昔と現在の学習指導要領・教師に求められていたことの違いについての話～ 

・結果を出すためより、何ができるようになるかを目的とする指導。 

・コンテンツベースではなく、考え方にフォーカスした指導。 

・子供たちに教えるというより、手助けをする。 

 

②そのような指導を行うためには、教員はどんな力が必要なのか。 

・子供を見る力。観察力。 

・ピンチをチャンスに変える力。 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか。 

・こうあるべきという考え方の傾向→新しいことへの対応の壁になる。 

・協働する力が身についていない(学校内・地域・保護者) 

・学校以外の社会の教育に対する関心が薄い 

→教師に負担がある。限界がある。 

・教員のシフトチェンジの必要性の理解が浅い。 

・研究会などに参加する余裕がない。 

・子供たちに持ってほしい力を、教員が兼ね備えていない。 

→大学で学ぶだけでは教員が求められる力は身に付かない。 

・コンピテンシーを含め、子供たちに身に付けてほしい力を意識した授業が行われていな

い。教員ひとりひとりの授業の取り組み方にもっと工夫が求められる。 

 

⑤ボトルネックをどう解決できるか。 

教員 1 自分が新しいことに挑戦すると同時に、責任者として、コンピテンシーの必要性や

かみ砕いた説明を、教員に伝えていく。 

教員 2 自分が研究会に参加するなどして、若い世代の教員にも、学びへの考え方を高める

ような雰囲気をつくる。 

教員 3 自分自身のコンピテンシーへの考えを深める。教員が研究会などに参加しやすいよ

うに、仕事での助け合いを大切にする。 

教育関係者  参加した研究会での経験や得た考えを、周囲に話すことを通して、学校外の

人にも教育への関心を持ってもらう。 
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G47 

①コンピテンシーを育成する教師とは，どのようなことができることなのか。 

■ 文理を横断した授業展開ができる 

例：数学の授業で歴史に沿った授業 

■ 大学受験に向けた効率的な勉強・社会の風潮の中でも，授業を通して「好奇心」「面

白さ」を伝えることができる 

■ 教師自身が持続不可能性に気づくことができる 

 

②それを行うためには，教員はどんな力が必要なのか 

■ 分野横断的な知識を学び蓄える力，他分野を結びつける力 

例：数学教員が他教科の内容と関連づけて話すと興味深く聞ける 

■ 上記に関して 1 人の教員では限界があるため，教員間や専門の研究者，企業との情報

共有のための協調力，コミュニケーション力 

■ 学生の持つ教育観を変容させる力 

 

③その力はどのようにすれば付けることができるのか 

■ 子どもの素朴概念を見通した子ども研究 

■ 学校の中だけに閉じこもらず多分野や地元コミュニテイ，企業等の人との協働 

 

④「コンピテンシーを育成する教師に成長する」には何がボトルネックなのか 

■ 新しい授業実践の継続性（例：ICT を活用した授業等） 

■ 教員の多忙さ（教材研究をやればやるほど生徒が食いつくからやりたくなる） 

■ 保護者の理解 

 

⑤ ボトルネックを⾃分⾃⾝ではどう解決できるのか 

■ 多忙さを乗り越えるには同僚とのコニュニケーション 

■ 生徒の変容の姿を見せることで保護者の理解を得られるのではないか 

■ むしろ，ボトルネックと向き合いながら進んでいく 
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